
きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。
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月号　No.7577
　近年、人口減少等により全国的に空き家が増加しており、適切な管理がされず放置されたま

まの家は、老朽化による倒壊などにより、住民の皆さまに危険を及ぼす可能性もあり、防災・

衛生・景観・防犯の面で、暮らしの安全・安心を阻害しかねない状況となっています。

　こうしたことから、村では空き家対策を総合的かつ迅速に進める体制をつくるため、空き家

の実態調査を行いますので調査に対し、ご理解とご協力をお願いします。

・調査の対象

　下北山村内全域の空き家

・調査期間

　令和２年８月１日（土）～令和２年９月30日（水）

・調査の方法

各行政区の区長が把握している空き家情報を参考に、村が委託した調査会社の調査員が、原

則公道など公用地から外観目視と、記録写真を撮影します。許可なく敷地内に立ち入ること

はなく、調査員は、村発行の調査員証を携帯しています。

・調査の内容

建物の老朽度や敷地内の衛生面の管理状況等の把握を目的として行います。

・委託業者

特定非営利活動法人 空き家コンシェルジュ（奈良県橿原市小房町９－32）

・調査に関するお問合せ先

　下北山村地域創生推進室　☎６－０００１

空き家の実態調査がはじまります

お
詫
び
と
訂
正

　６
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
、

「
行
政
組
織
図
」
の
記
載
内
容
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
ま
す
。
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下
北
山
村
議
会

６
月
定
例
会
を
開
催

令
和
２
年　

第
２
回

　
６
月
12
日
（
金
）、
村
議
会
６
月
定

例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
事
日
程

と
し
て
村
長
の
行
政
報
告
、
議
員
の
一

般
質
問
に
続
き
、
議
案
の
審
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

村
長
行
政
報
告

　
は
じ
め
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
に
よ
り
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ

ま
し
た
皆
様
に
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と

共
に
、
罹
患
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
皆
様

の
１
日
も
早
い
ご
快
癒
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
日
々
最
前
線
の

現
場
で
ご
尽
力
頂
い
て
お
り
ま
す
医
療

関
係
者
や
、
そ
の
他
関
係
機
関
の
皆
様

に
も
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
４
月
７
日
に
、
１
都
１
府
５
県
で
国

の
方
か
ら
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ

れ
、
16
日
に
は
、
全
都
道
府
県
に
拡
大

さ
れ
ま
し
た
。本
村
に
お
き
ま
し
て
も
、

４
月
８
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
村
民
の
皆
様
に
対
し
不
要
不
急
の
外

出
の
自
粛
や
、
い
わ
ゆ
る
３
密
を
避
け

る
行
動
、
手
洗
い
、
う
が
い
の
徹
底
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
中
の
家
族

や
親
族
の
帰
省
自
粛
な
ど
、
感
染
予
防

対
策
に
つ
い
て
の
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
村
に
お
き
ま
し
て
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
感
染
者
は
発
生
し
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
も
村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
の

賜
物
と
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
て
か
ら

の
対
応
で
す
が
、
小
中
学
校
に
お
き
ま

し
て
は
、
４
月
22
日
か
ら
学
年
別
の
分

散
登
校
を
実
施
し
、
27
日
か
ら
は
完
全

休
校
と
し
ま
し
た
。

　
保
育
所
で
は
、
４
月
24
日
か
ら
規
模

を
縮
小
し
た
中
で
の
保
育
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
い
こ
い
の
郷
で
は
、
５
月
１
日
か
ら

施
設
入
居
者
と
の
面
会
の
制
限
や
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
中
は
、
入
浴
の

み
の
縮
小
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
役
場
で
は
、
４
月
27
日
か
ら
５
月
15

日
ま
で
、
業
務
の
継
続
性
の
観
点
か
ら

の
２
交
代
制
勤
務
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
は
、
４
月

20
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
、
キ
ャ
ン
プ

場
、
き
な
り
館
レ
ス
ト
ラ
ン
、
売
店
、

温
泉
施
設
等
ほ
と
ん
ど
の
施
設
を
休
業

と
し
ま
し
た
。

　
緊
急
事
態
宣
言
は
、
５
月
14
日
に
解

除
と
な
り
、
小
中
学
校
、
保
育
所
は
感

染
予
防
に
十
分
配
慮
し
な
が
ら
、
18
日

か
ら
通
常
ど
お
り
再
開
し
ま
し
た
。

　
い
こ
い
の
郷
に
つ
き
ま
し
て
は
、
６

月
１
日
以
降
は
、
不
特
定
多
数
の
面
会

は
制
限
す
る
も
の
の
、
家
族
の
面
会
は

可
能
と
す
る
な
ど
、
徐
々
に
制
限
の
緩

和
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
各
施
設
に

お
き
ま
し
て
も
、
感
染
予
防
対
策
を
十

分
行
い
な
が
ら
、
６
月
１
日
か
ら
営
業

を
再
開
致
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で

は
、春
休
み
や
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
、

そ
し
て
夏
休
み
の
合
宿
の
ほ
と
ん
ど
が

キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
っ
た
上
に
、
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
中
を
始
め
、
休
業

期
間
中
の
キ
ャ
ン
プ
の
予
約
を
す
べ
て

お
断
り
し
た
こ
と
か
ら
、
本
年
度
は
大

き
な
減
収
減
益
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
は

収
束
し
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
住
民
の
皆
様
に
は
、
人
と
の
距
離
は

２
ｍ
（
最
低
で
も
１
ｍ
）
空
け
る
。
会

話
を
す
る
時
は
可
能
な
限
り
真
正
面
を

避
け
る
。
買
い
物
を
す
る
時
は
一
人
又

は
少
人
数
で
空
い
た
時
間
に
行
く
な
ど

と
い
っ
た
「
新
し
い
生
活
様
式
」
や

「
手
洗
い
」、「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」、「
こ

ま
め
な
換
気
」
や
「
密
閉
・
密
集
・
密

接
」
の
３
密
を
避
け
る
等
、
引
き
続
き

感
染
予
防
対
策
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
そ
の
他
の
行
政
報
告
と
し
ま
し
て

は
、
コ
ロ
ナ
関
連
と
し
て
専
決
処
分
を

さ
せ
て
頂
い
た
特
別
定
額
給
付
金
に
つ

い
て
、５
月
７
日
に
申
請
書
を
送
付
し
、

５
月
22
日
か
ら
振
り
込
み
を
実
施
し
、

既
に
99
％
以
上
の
皆
様
へ
の
振
り
込
み

を
完
了
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
歯
科
診
療
が
５
月
12
日
か
ら

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
方
か
ら
予

約
を
頂
き
順
調
な
滑
り
出
し
を
し
て
い

ま
す
。

　
Ｂ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
に
お
き
ま
し
て
は
、

休
業
中
の
き
な
り
館
売
店
と
連
携
し

て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
特
産
品
の
情
報
発

信
と
販
売
を
行
い
、
５
月
３
日
か
ら
末

日
ま
で
、
42
件
、
14
万
３
千
円
の
販
売

を
行
い
ま
し
た
。

　
５
月
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
総
合

健
診
に
つ
い
て
は
、
11
月
29
日
、
30
日

に
延
期
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
他
に
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
さ
く
ら

祭
り
や
夏
祭
り
が
中
止
と
な
る
な
ど
、

行
事
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
大
き
な
影

響
が
出
て
い
ま
す
。
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保
小
中
合
同
校
舎
の
建
設
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
中
で
は
あ

り
ま
す
が
、
順
調
に
推
移
し
て
お
り
、

６
月
中
に
引
き
渡
し
を
受
け
る
予
定
で

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
６
月
11
日
に
、
国
道
１
６
９

号
音
枝
坂
の
崩
土
に
よ
る
通
行
止
め
、

大
里
ト
ン
ネ
ル
改
修
工
事
に
よ
る
通
行

止
め
に
か
か
る
吉
野
土
木
事
務
所
、
奈

良
県
県
土
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
に
対
す
る

要
望
活
動
を
議
長
、
区
長
会
長
兼
産
業

建
設
常
任
委
員
長
と
共
に
行
い
ま
し

た
。

　
音
枝
坂
に
つ
い
て
は
、
４
月
１
日
に

崩
土
が
発
生
し
、
全
面
通
行
止
め
と

な
っ
て
２
ヶ
月
以
上
経
過
し
て
い
ま

す
。
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
こ

と
か
ら
外
出
自
粛
の
緩
和
や
ス
ポ
ー
ツ

公
園
施
設
の
営
業
再
開
に
よ
り
、
通
行

車
両
も
増
加
し
、
迂
回
路
と
な
っ
て
い

る
ス
ポ
ー
ツ
公
園
内
の
安
全
面
を
始

め
、
村
民
を
始
め
と
す
る
国
道
１
６
９

号
利
用
者
に
も
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

　
大
里
ト
ン
ネ
ル
の
改
修
工
事
は
、
６

月
１
日
か
ら
始
ま
り
、
予
定
で
は
２
ヶ

月
間
全
面
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。
県

道
と
国
道
４
２
５
号
が
迂
回
路
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
日
常
生
活
道
路
に
多
く

の
通
行
車
両
が
流
入
し
、
村
民
の
皆
様

の
安
全
面
、
騒
音
、
振
動
等
の
環
境
面

に
、
そ
し
て
村
内
国
道
１
６
９
号
の
交

通
量
の
減
少
に
伴
う
経
済
面
に
お
い
て

も
大
き
な
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
影
響
緩
和
、
そ
し
て
早
期

の
全
面
通
行
止
め
解
除
に
つ
い
て
要
望

し
ま
し
た
。

審
議
さ
れ
た
主
な
議
案

　
上
程
さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
承
認
及

び
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
主
な

議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

★
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
（
専
決
処
分
と
は
‐
地
方
自
治

法
に
基
づ
き
、
本
来
議
会
の
議
決
が
必

要
な
事
項
に
つ
い
て
、
議
決
を
せ
ず
に

村
長
自
ら
が
決
め
る
こ
と
。
緊
急
で
、

議
会
を
招
集
す
る
時
間
が
な
い
場
合
な

ど
に
限
っ
た
補
充
的
手
段
。）

・
令
和
元
年
度
下
北
山
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
10
号
）

　
３
９
，
７
７
０
千
円
を
追
加
し
、
総

額
２
，
４
２
５
，
６
８
２
千
円
と
し
ま

し
た
。
特
別
交
付
税
等
の
増
額
が
主
な

も
の
で
す
。

・
令
和
元
年
度
下
北
山
村
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
５
１
，
０
３
９
千
円
を
減
額
し
、
総

額
１
３
３
，６
６
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

保
険
給
付
費
等
交
付
金
の
減
額
が
主
な

も
の
で
す
。

・
令
和
元
年
度
下
北
山
村
ス
ポ
ー
ツ
公

園
管
理
運
営
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　
施
設
管
理
料
を
減
額
し
、
減
額
分
を

基
金
に
積
む
組
み
替
え
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

・
下
北
山
村
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
令
和
２
年
３
月
31
日
に
公
布
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
税
条
例
の
一
部
改
正

が
行
わ
れ
ま
し
た
。	

・
下
北
山
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
令
和
２
年
３
月
31
日
に
公
布
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

・
下
北
山
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
国
民
健

康
保
険
税
の
課
税
限
度
額
の
引
き
上

げ
、
軽
減
措
置
に
係
る
軽
減
判
定
所
得

の
基
準
額
の
見
直
し
、
低
未
利
用
土
地

等
を
譲
渡
し
た
場
合
の
長
期
譲
渡
所
得

に
係
る
課
税
の
特
例
の
創
設
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

・
下
北
山
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
介
護
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
所
得
の
少
な
い
者
に
対
す
る
介

護
保
険
料
の
軽
減
強
化
の
た
め
、
一
部

改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

・
令
和
２
年
度
下
北
山
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

　
９
０
，
４
５
５
千
円
を
追
加
し
、
総

額
２
，
５
５
９
，
４
５
５
千
円
と
し
ま

し
た
。
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
費

の
追
加
に
よ
る
も
の
で
す
。

・
下
北
山
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感

染
、
も
し
く
は
感
染
の
疑
い
が
あ
る
被

保
険
者
等
へ
の
傷
病
手
当
金
の
円
滑
な

　
支
給
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

・
下
北
山
村
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
奈
良
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

が
傷
病
手
当
金
を
支
給
す
る
に
当
た

り
、
市
町
村
が
申
請
書
の
受
付
を
行
う

た
め
の
条
例
改
正
で
す
。

・
下
北
山
村
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
①
軽
自

動
車
税
の
環
境
性
能
割
の
臨
時
的
軽
減

の
適
用
期
限
の
６
ヶ
月
延
長
、
②
固
定
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　医療機関等の窓口で一旦、保険分自己負担額を支払っていただくと、2，3か月後に一部負担金（1医
療機関につき月500円、入院14日以上は1医療機関につき月1,000円）を差引いた額を自動的に「支給
申請書」にご記入いただいた口座に振込みます
※今回から発行する受給資格証が適用されるのは県内受診分のみとなっており、県外受診分については
従前のとおり、領収書と印鑑をご持参の上、役場窓口での支給申請が必要となります。

不明な点等ございましたら、下記の連絡先までご連絡ください。
下北山村住民課福祉医療係　担当：仲　☎6-0001

令和2年8月から子ども医療費助成制度が変わります

医療機関等を受診後、領収書をもって役場窓口にて支給申請

申請書にご記入いただいた口座に、医療機関等窓口にて受給資格証を提示すると自動で振込み

～これまで～

～令和２年８月１日以降～

　本村では本年8月1日から、小学校1年生から中学校3年生までの対象者に、「子ども医療費受給資格証」
を発行します。
　これまで役場窓口にて医療費助成の支給申請をおこなっておりましたが、受給資格証が発行されると
県内の医療機関等の窓口にて保険証と受給資格証（黄色）を提示していただくことで、役場窓口での申
請手続きなしで助成金が支給されるようになります。そのため、受給資格証は窓口にて必ず提示してく
ださい。

　
小
倉
さ
ん
は
、
平
成
15
年
よ
り
16

年
間
、
民
生
児
童
委
員
と
し
て
、
ま

た
平
成
16
年
よ
り
15
年
間
、
民
生
児

童
委
員
協
議
会
会
長
と
し
て
務
め
ら

れ
ま
し
た
。

　
任
期
中
は
、
友
愛
訪
問
等
を
通
じ

て
、
地
域
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
、福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
、

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
今
回
の
授
与

と
な
り
ま
し
た
。

小
倉
千
治
さ
ん
に

　厚
生
労
働
大
臣
よ
り

　
　表
彰
状
が

　
　
　授
与
さ
れ
ま
し
た

資
産
税
の
課
税
標
準
の
特
例
措
置
、
③

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
に
係

る
徴
収
猶
予
の
特
例
に
係
る
手
続
き

等
、
④
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

等
に
係
る
寄
附
金
税
額
控
除
の
特
例
、

⑤
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
に

係
る
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
の

特
例
に
よ
る
も
の
で
す
。

★
下
北
山
村
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
地
方
公
務
員
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
退
職
者
の
働
き
か
け
の
規
制

及
び
再
就
職
情
報
の
届
出
の
義
務
付
け

に
つ
い
て
、
条
例
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

★
下
北
山
村
子
ど
も
医
療
費
助
成
条
例

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
福
祉
医
療
費
助
成
事
業
の
さ
ら
な
る

利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
の
改
正
で

す
。

★
下
北
山
村
農
業
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

　
任
期
満
了
（
３
年
に
１
回
）
に
伴
う

農
業
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
、
11
人
の

農
業
委
員
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
下
池
原
　
中
谷		

　
宏
　
氏

　
　
池
　
峰
　
中
村
　
博
文
　
氏

　
　
池
　
峰
　
　
岡
　
道
則
　
氏

　
　
寺
垣
内
　
北
　
　
德
次
　
氏

　
　
寺
垣
内
　
野
崎
　
和
生
　
氏

　
　
寺
垣
内
　
和
田
　
晃
裕
　
氏

　
　
浦
　
向
　
辻
之
内
　
勇
　
氏

　
　
佐
　
田
　
工
藤
　
延
春
　
氏

　
　
佐
　
田
　
福
山
　
明
広
　
氏

　
　
上
桑
原
　
栗
本
　
武
平
　
氏

　
　
下
桑
原
　
仲
　
ナ
ナ
美
　
氏

★
下
北
山
村
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
合
同
校
舎
設
立
に
伴
い
、
給
食
セ
ン

タ
ー
の
位
置
の
変
更
及
び
そ
の
他
必
要

事
項
の
条
例
改
正
で
す
。

★
令
和
２
年
度
下
北
山
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

　
８
２
，
４
９
５
千
円
を
追
加
し
、
総

額
２
，
６
４
１
，
９
５
０
千
円
と
し
ま

し
た
。
歳
入
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
、

土
砂
捨
て
場
使
用
料
の
増
額
や
、
関
係

人
口
創
出
・
拡
大
モ
デ
ル
事
業
委
託
の

増
額
が
主
な
も
の
で
す
。

　
歳
出
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
臨
時
交
付
金
に
係
る
テ
レ

ワ
ー
ク
向
け
サ
ー
ビ
ス
環
境
整
備
事

業
、
地
域
応
援
商
品
券
事
業
、
公
共
的

空
間
安
全
・
安
心
確
保
事
業
、
必
需
物

品
供
給
事
業
、
防
災
活
動
支
援
事
業
、

学
校
内
感
染
予
防
対
策
事
業
、
ま
た
公

共
施
設
基
金
、
移
住
促
進
施
設
整
備
工

事
、
関
係
人
口
拡
大
事
業
、
林
道
四
ノ

川
及
び
ト
ボ
ト
谷
線
の
環
境
保
全
事

業
、
保
小
中
合
同
校
舎
建
設
関
係
事
業

が
主
な
も
の
で
す
。

★
令
和
２
年
度
下
北
山
村
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
６
０
１
千
円
を
追
加
し
、
総
額

１
３
５
，
０
０
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

主
に
、
傷
病
手
当
金
の
増
額
で
す
。

★
令
和
２
年
度
下
北
山
村
国
民
健
康
保

険
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　
１
，
９
０
０
千
円
を
追
加
し
、
総
額

１
０
０
，
６
２
７
千
円
と
し
ま
し
た
。

主
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
お
け
る
医
療
体
制
の
構
築
の
た
め
の

消
耗
品
の
増
額
と
歯
科
診
療
に
お
け
る

医
療
用
消
耗
品
の
増
額
で
す
。

★
令
和
２
年
度
下
北
山
村
ス
ポ
ー
ツ
公

園
管
理
運
営
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

　
２
０
，
０
０
０
千
円
を
追
加
し
、
総

額
７
８
，
７
３
９
千
円
と
し
ま
し
た
。

主
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
休
業
に
な
り
ま
し
た
ス
ポ
ー
ツ
公
園

施
設
の
管
理
料
の
増
額
で
す
。

★
令
和
２
年
度
下
北
山
村
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
１
１
０
千
円
を
追
加
し
、
総
額

１
９
５
，
１
９
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

主
に
、
低
所
得
者
保
険
料
軽
減
対
応
に

か
か
る
郵
便
料
の
増
額
で
す
。

●
そ
の
他
報
告
関
係
と
し
て
、
６
件
の

報
告
事
項
が
あ
り
ま
し
た
。

★
下
北
山
村
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す

る
規
則
の
制
定
に
つ
い
て

★
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
実
施
規
程

の
制
定
に
つ
い
て

★
下
北
山
村
契
約
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則
に
つ
い
て

★
下
北
山
村
子
ど
も
医
療
費
助
成
条
例

施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

に
つ
い
て

★
下
北
山
村
国
民
健
康
保
険
給
付
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て

★
令
和
２
年
度
下
北
山
村
繰
越
明
許
費

繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

（
一
般
質
問
は
次
号
掲
載
予
定
で
す
。）
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　医療機関等の窓口で一旦、保険分自己負担額を支払っていただくと、2，3か月後に一部負担金（1医
療機関につき月500円、入院14日以上は1医療機関につき月1,000円）を差引いた額を自動的に「支給
申請書」にご記入いただいた口座に振込みます
※今回から発行する受給資格証が適用されるのは県内受診分のみとなっており、県外受診分については
従前のとおり、領収書と印鑑をご持参の上、役場窓口での支給申請が必要となります。

不明な点等ございましたら、下記の連絡先までご連絡ください。
下北山村住民課福祉医療係　担当：仲　☎6-0001

令和2年8月から子ども医療費助成制度が変わります

医療機関等を受診後、領収書をもって役場窓口にて支給申請

申請書にご記入いただいた口座に、医療機関等窓口にて受給資格証を提示すると自動で振込み

～これまで～

～令和２年８月１日以降～

　本村では本年8月1日から、小学校1年生から中学校3年生までの対象者に、「子ども医療費受給資格証」
を発行します。
　これまで役場窓口にて医療費助成の支給申請をおこなっておりましたが、受給資格証が発行されると
県内の医療機関等の窓口にて保険証と受給資格証（黄色）を提示していただくことで、役場窓口での申
請手続きなしで助成金が支給されるようになります。そのため、受給資格証は窓口にて必ず提示してく
ださい。

　
小
倉
さ
ん
は
、
平
成
15
年
よ
り
16

年
間
、
民
生
児
童
委
員
と
し
て
、
ま

た
平
成
16
年
よ
り
15
年
間
、
民
生
児

童
委
員
協
議
会
会
長
と
し
て
務
め
ら

れ
ま
し
た
。

　
任
期
中
は
、
友
愛
訪
問
等
を
通
じ

て
、
地
域
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
、福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
、

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
今
回
の
授
与

と
な
り
ま
し
た
。

小
倉
千
治
さ
ん
に

　厚
生
労
働
大
臣
よ
り

　
　表
彰
状
が

　
　
　授
与
さ
れ
ま
し
た
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　「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
す

べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止

と
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
更
生

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や

非
行
の
な
い
安
全
で
安
心
な
明
る
い
地

域
社
会
を
築
く
た
め
の
全
国
的
な
運
動

で
、令
和
２
年
で
70
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
は
、
毎
日
の
よ
う

に
事
件
（
犯
罪
）
の
ニ
ュ
ー
ス
が
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
安
全
で
安
心
な
暮

ら
し
は
す
べ
て
の
人
の
望
み
で
す
。
犯

罪
や
非
行
を
な
く
す
た
め
に
は
、
ど
う

す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
取
締
り

を
強
化
し
て
、
罪
を
犯
し
た
人
を
処
罰

す
る
こ
と
も
必
要
な
こ
と
で
す
。
し
か

し
、
立
ち
直
ろ
う
と
決
意
し
た
人
を
社

会
で
受
け
入
れ
て
い
く
こ
と
や
、
犯
罪

や
非
行
を
す
る
人
を
生
み
出
さ
な
い
家

庭
や
地
域
づ
く
り
を
す
る
こ
と
も
ま

た
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
な
の
で
す
。

　
立
ち
直
り
を
支
え
る
家
庭
や
地
域
を

つ
く
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
一
部
の
人

た
ち
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
す
べ
て
の

人
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
か
か

わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
〝
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
〞
で
は
犯
罪
や
非

行
の
な
い
地
域
を
作
る
た
め
に
、
一
人

ひ
と
り
が
考
え
、
参
加
す
る
き
っ
か
け

を
作
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

７
月
は
、

〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞

　
〜
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、

　
　
　
立
ち
直
り
を
支
え
る

　
　
　
　
　
地
域
の
チ
カ
ラ
〜

強
調
月
間
で
す
。

あなたの大切な遺言書を法務局が守ります
　本年７月１０日（金）から全国の法務局で自筆証書遺言書保管制度の利用を開始します。
御自身の財産を御家族へ確実に託す方法の一つとし御自身で作成する自筆証書遺言に係る遺
言書を検討されるに当たっては，本制度を是非御活用ください。

【本制度のお問合せ先】
•ホームページによるお問合せ

制度に関する概要
（ＵＲＬ）http://www.moj.go.jp/MINJI/minji03_00051.html
　※ 法務省 遺言書保管制度 で検索ください。

申請手続の事前予約（※７月１日以降）
（ＵＲＬ）http://www.legal-ab.moj.go.jp/houmu.home-t/
　※ 法務局 手続案内予約 で検索ください。

•電話によるお問合せ（法務局〈遺言書保管所〉）
奈良地方法務局供託課　　ＴＥＬ：０７４２－２３－５４５６
奈良地方法務局五條支局　ＴＥＬ：０７４７－２２－２４８４

　国民年金保険料を未納のままにしておくと、将来の年金（老齢年金）や、障害・死亡といった不測の
事態が生じたときに「障害基礎年金」・「遺族基礎年金」を受け取ることができない場合があります。
　経済的な理由により保険料を納めることが難しい場合は、保険料を「免除」または「猶予」される制
度があります。
※「免除」または「猶予」の承認を受けた期間は、年金を受け取るために必要な期間（受給資格期間）
に含まれます。

○免除制度（全額免除・一部免除）
　本人・配偶者・世帯主それぞれの前年所得が一定額以下の場合や失業等の理由がある場合に、申
請により保険料の納付が免除になる制度です。免除される額は、全額・４分の３・半額・４分の１
の４種類です。
　なお、一部免除は、減額された保険料を納めないと一部免除が無効となり未納期間となりますの
でご注意ください。
　　※全額納付をした時に比べ、将来受け取る年金の額は少なくなります。

○納付猶予制度
　50歳未満の方で、本人・配偶者それぞれの前年所得が一定額以下の場合に、申請により保険料
の納付が猶予される制度です。
　※納付猶予された期間は、年金の受給資格期間に含まれますが年金額に反映されません。

○申請期間
　令和２年度分：令和２年７月～令和３年６月　（免除等の１年度＝７月～翌年６月）
　過去に未納期間がある場合は、申請月の２年１ヶ月前までさかのぼって申請できます。

○申請に必要なもの
•年金手帳など基礎年金番号がわかるもの。もしくは、マイナンバーカード（通知カード等をご
持参される場合は合わせて本人確認書類が必要となります。）
•印鑑
•失業等を理由に申請する場合は、離職日のわかる公的機関の証明書の写し（雇用保険受給資格
者証または雇用保険被保険者離職票のコピーなど）

お問合せ
　　大和高田年金事務所　☎０７４５－２２－３５３１
　　下北山村住民課　　　☎６－０００１

国民年金保険料の免除・猶予制度について
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　「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
す

べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止

と
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
更
生

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や

非
行
の
な
い
安
全
で
安
心
な
明
る
い
地

域
社
会
を
築
く
た
め
の
全
国
的
な
運
動

で
、令
和
２
年
で
70
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
は
、
毎
日
の
よ
う

に
事
件
（
犯
罪
）
の
ニ
ュ
ー
ス
が
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
安
全
で
安
心
な
暮

ら
し
は
す
べ
て
の
人
の
望
み
で
す
。
犯

罪
や
非
行
を
な
く
す
た
め
に
は
、
ど
う

す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
取
締
り

を
強
化
し
て
、
罪
を
犯
し
た
人
を
処
罰

す
る
こ
と
も
必
要
な
こ
と
で
す
。
し
か

し
、
立
ち
直
ろ
う
と
決
意
し
た
人
を
社

会
で
受
け
入
れ
て
い
く
こ
と
や
、
犯
罪

や
非
行
を
す
る
人
を
生
み
出
さ
な
い
家

庭
や
地
域
づ
く
り
を
す
る
こ
と
も
ま

た
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
な
の
で
す
。

　
立
ち
直
り
を
支
え
る
家
庭
や
地
域
を

つ
く
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
一
部
の
人

た
ち
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
す
べ
て
の

人
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
か
か

わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
〝
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
〞
で
は
犯
罪
や
非

行
の
な
い
地
域
を
作
る
た
め
に
、
一
人

ひ
と
り
が
考
え
、
参
加
す
る
き
っ
か
け

を
作
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

７
月
は
、

〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞

　
〜
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、

　
　
　
立
ち
直
り
を
支
え
る

　
　
　
　
　
地
域
の
チ
カ
ラ
〜

強
調
月
間
で
す
。

あなたの大切な遺言書を法務局が守ります
　本年７月１０日（金）から全国の法務局で自筆証書遺言書保管制度の利用を開始します。
御自身の財産を御家族へ確実に託す方法の一つとし御自身で作成する自筆証書遺言に係る遺
言書を検討されるに当たっては，本制度を是非御活用ください。

【本制度のお問合せ先】
•ホームページによるお問合せ

制度に関する概要
（ＵＲＬ）http://www.moj.go.jp/MINJI/minji03_00051.html
　※ 法務省 遺言書保管制度 で検索ください。

申請手続の事前予約（※７月１日以降）
（ＵＲＬ）http://www.legal-ab.moj.go.jp/houmu.home-t/
　※ 法務局 手続案内予約 で検索ください。

•電話によるお問合せ（法務局〈遺言書保管所〉）
奈良地方法務局供託課　　ＴＥＬ：０７４２－２３－５４５６
奈良地方法務局五條支局　ＴＥＬ：０７４７－２２－２４８４

　国民年金保険料を未納のままにしておくと、将来の年金（老齢年金）や、障害・死亡といった不測の
事態が生じたときに「障害基礎年金」・「遺族基礎年金」を受け取ることができない場合があります。
　経済的な理由により保険料を納めることが難しい場合は、保険料を「免除」または「猶予」される制
度があります。
※「免除」または「猶予」の承認を受けた期間は、年金を受け取るために必要な期間（受給資格期間）
に含まれます。

○免除制度（全額免除・一部免除）
　本人・配偶者・世帯主それぞれの前年所得が一定額以下の場合や失業等の理由がある場合に、申
請により保険料の納付が免除になる制度です。免除される額は、全額・４分の３・半額・４分の１
の４種類です。
　なお、一部免除は、減額された保険料を納めないと一部免除が無効となり未納期間となりますの
でご注意ください。
　　※全額納付をした時に比べ、将来受け取る年金の額は少なくなります。

○納付猶予制度
　50歳未満の方で、本人・配偶者それぞれの前年所得が一定額以下の場合に、申請により保険料
の納付が猶予される制度です。
　※納付猶予された期間は、年金の受給資格期間に含まれますが年金額に反映されません。

○申請期間
　令和２年度分：令和２年７月～令和３年６月　（免除等の１年度＝７月～翌年６月）
　過去に未納期間がある場合は、申請月の２年１ヶ月前までさかのぼって申請できます。

○申請に必要なもの
•年金手帳など基礎年金番号がわかるもの。もしくは、マイナンバーカード（通知カード等をご
持参される場合は合わせて本人確認書類が必要となります。）
•印鑑
•失業等を理由に申請する場合は、離職日のわかる公的機関の証明書の写し（雇用保険受給資格
者証または雇用保険被保険者離職票のコピーなど）

お問合せ
　　大和高田年金事務所　☎０７４５－２２－３５３１
　　下北山村住民課　　　☎６－０００１

国民年金保険料の免除・猶予制度について
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受付件数：45件
売上金額：157,716円

売れ筋：ジャバラぽん酢、池原Tシャツ、ジャバラ生搾り、
南朝みそ、まなチョコ、ジャバラ石鹸

購入者の住所：奈良県（香芝市、大和郡山市、高市郡、磯城郡、
宇陀市、橿原市など）、和歌山県、大阪府、兵庫県、
三重県、京都府、滋賀県、東京都、神奈川県

購入のきっかけや下北山村とのゆかりを聞きました！ (任意回答・一部抜粋)
•10代の頃より下北山村の魅力にはまり微力ではありますが下北山村の繁栄に協力したいと思い今回

の購入にいたりました。頑張って下さい。
•下北山出身です。このGWは帰れず残念でした。このページは村のHPで見つけました。少しですが、

購入させてもらいます。

　「都市部で暮らす方々に下北山村を感じてもらいたい」「生産者さんが思いを込めて作った特産品のロ
スを減らしたい！」という想いで始めた特産品のインターネット受付。たくさんの村外の方とつながる
ことができました。

特産品のインターネット受付についてのご報告（5月3日～6月10日）

BIYORIからのお知らせ
ビ　ヨ　リ

購入者の年齢

20代
7%

60代
8%

30代
26%

40代
31%

50代
28%

　スマートフォンやインターネットの使い方が分からない、
もっと活用したい、そんな困りごとがあれば、水曜日に
BIYORIへお越しください♪今や、世界中で老若男女が活用
している「インターネット」の力をちょっとだけ借りて、こ
の先の人生を快適に楽しく過ごせるよう、BIYORIがお手伝
いします。

【日　時】毎週水曜日
　　　　　１回目　10:00 ～ 12:00　　２回目　14:00 ～ 16:00

【持ち物】ご自身のスマートフォンなど、充電器
【対　象】年齢問わず、どなたでも！（小学生以下のお子様は保護者の同伴をお願いします。）

例えば・・・インターネットで家族や古い友人と交流したい方（ライン、フェイスブック、ツイッター、
インスタグラムなど）、カラオケやクイズゲームをスマホで楽しみたい方、自分で育てた野菜を遠く
の方に販売してみたい方など

【参加費】村民さん無料！ 村外の方は500円（コワーキング利用料）の準備をお願いします。

　丁寧に対応させていただきますが、専門的な知識が必要な場合などは、困りごとの解決にいたらない
場合があるかも知れませんが、ご容赦いただければ幸いです。また、機器の取り扱いには十分注意しま
すが、予期せぬ故障やウィルスの侵入など、防ぐことが困難な事象に対して、BIYORIは一切の責任を
負いませんので、ご了承のほどよろしくお願い致します。

☎9-0014　BIYORI 仲 奈央子  営業：火～金 9時-17時   
〒639-3802 下北山村浦向24-1 (旧やまびこ寮)

新企画！「水曜日のインターネット相談室」のご案内

　昨
年
の
山
主
さ
ん
向
け
の
ア
ン
ケ
ー

ト
の
中
で
、
困
り
ご
と
の
１
番
に
「
所

有
山
林
の
境
界
が
ど
こ
に
あ
る
か
わ
か

ら
な
い
」
と
い
う
意
見
が
全
体
の
40
％

近
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　里
山
近
く
で
は
、
目
の
前
に
見
え
て

い
る
山
全
部
が
お
一
人
の
山
と
い
う
わ

け
で
は
な
く
、
数
名
の
山
主
さ
ん
で
所

有
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
昔
は
山
に

父
親
と
定
期
的
に
通
い
、
杭
が
ち
ゃ
ん

と
あ
る
か
、
書
き
つ
け
が
消
え
て
な
い

か
一
緒
に
見
に
行
っ
て
い
た
と
い
う
お

話
や
、
年
齢
と
と
も
に
山
に
入
れ
な
く

な
っ
た
り
、
村
外
に
住
ん
で
い
る
為
、

山
に
通
う
頻
度
が
減
り
、
い
つ
し
か
境

界
の
位
置
も
曖
昧
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
も
お
聞
き
し
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
声
か
ら
、
６
月
に
佐
田

地
区
の
対
象
地
域
と
な
る
山
主
さ
ん

に
、
お
手
紙
と
今
後
の
境
界
確
定
事
業

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
お
送
り
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
高
橋
さ
ん
指

導
の
も
と
主
に
石
丸
隊
員
が
今
回
対
象

地
域
と
な
っ
た
佐
田
地
区
の
山
に
入
ら

せ
て
い
た
だ
き
、
山
主
さ
ん
の
境
界
の

現
状
を
調
べ
て
い
ま
す
。

　並
行
し
て
山
﨑
隊
員
が
、
所
有
山
林

の
植
生
の
状
況
や
、
成
長
具
合
を
調
べ

る
森
林
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
境
界

を
示
す「
境
界
杭
」、木
に
墨
で
書
く「
書

き
つ
け
」
が
主
な
目
印
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
す
ぎ
・
ひ
の
き
と
は
違
う
樹
種

の
、
ツ
ガ
や
マ
ツ
が
植
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
境
界
が
不
明
瞭
な

と
き
に
は
、
何
度
も
歩
い
て
調
べ
、
過

去
の
航
空
写
真
、
山
の
手
入
れ
に
入
っ

た
時
期
を
調
べ
、
山
主
さ
ん
に
わ
か
り

や
す
く
説
明
・
検
討
で
き
る
資
料
づ
く

り
に
つ
い
て
、
安
井
隊
員
と
河
野
も
協

力
し
て
い
ま
す
。

　先
行
し
て
一
部
の
山
主
さ
ん
に
は
、

資
料
を
も
と
に
山
の
状
況
の
お
話
を
お

聞
き
し
た
り
、
一
緒
に
山
に
入
っ
て
境

界
を
確
認
す
る
作
業
に
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
山
の
手
入
れ

を
し
て
い
く
か
と
い
う
時
、
今
後
、
次

世
代
に
山
を
引
き
継
ぐ
時
に
も
山
の
境

界
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
大
事

な
こ
と
で
す
。

　山
主
さ
ん
に
は
、
お
話
を
お
聞
か
せ

願
う
こ
と
、
実
際
に
山
に
足
を
運
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
の
森
づ
く
り
の
一
歩
と

し
て
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
産
業
建
設
課

　自
伐
型
林
業
協
力
隊

森
づ
く
り
担
当
：
河
野
）

下
北
山
村
の
森
か
ら

〜
自
伐
型
林
業
協
力
隊
の
日
々
の
活
動
を
お
届
け
〜

佐
田
地
区
の
対
象
地
域
で
森
林
境
界

確
定
事
業
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
！

（アンケート結果の全容は下北山村ホームページに掲載しております。）
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受付件数：45件
売上金額：157,716円

売れ筋：ジャバラぽん酢、池原Tシャツ、ジャバラ生搾り、
南朝みそ、まなチョコ、ジャバラ石鹸

購入者の住所：奈良県（香芝市、大和郡山市、高市郡、磯城郡、
宇陀市、橿原市など）、和歌山県、大阪府、兵庫県、
三重県、京都府、滋賀県、東京都、神奈川県

購入のきっかけや下北山村とのゆかりを聞きました！ (任意回答・一部抜粋)
•10代の頃より下北山村の魅力にはまり微力ではありますが下北山村の繁栄に協力したいと思い今回

の購入にいたりました。頑張って下さい。
•下北山出身です。このGWは帰れず残念でした。このページは村のHPで見つけました。少しですが、

購入させてもらいます。

　「都市部で暮らす方々に下北山村を感じてもらいたい」「生産者さんが思いを込めて作った特産品のロ
スを減らしたい！」という想いで始めた特産品のインターネット受付。たくさんの村外の方とつながる
ことができました。

特産品のインターネット受付についてのご報告（5月3日～6月10日）

BIYORIからのお知らせ
ビ　ヨ　リ

購入者の年齢

20代
7%

60代
8%

30代
26%

40代
31%

50代
28%

　スマートフォンやインターネットの使い方が分からない、
もっと活用したい、そんな困りごとがあれば、水曜日に
BIYORIへお越しください♪今や、世界中で老若男女が活用
している「インターネット」の力をちょっとだけ借りて、こ
の先の人生を快適に楽しく過ごせるよう、BIYORIがお手伝
いします。

【日　時】毎週水曜日
　　　　　１回目　10:00 ～ 12:00　　２回目　14:00 ～ 16:00

【持ち物】ご自身のスマートフォンなど、充電器
【対　象】年齢問わず、どなたでも！（小学生以下のお子様は保護者の同伴をお願いします。）

例えば・・・インターネットで家族や古い友人と交流したい方（ライン、フェイスブック、ツイッター、
インスタグラムなど）、カラオケやクイズゲームをスマホで楽しみたい方、自分で育てた野菜を遠く
の方に販売してみたい方など

【参加費】村民さん無料！ 村外の方は500円（コワーキング利用料）の準備をお願いします。

　丁寧に対応させていただきますが、専門的な知識が必要な場合などは、困りごとの解決にいたらない
場合があるかも知れませんが、ご容赦いただければ幸いです。また、機器の取り扱いには十分注意しま
すが、予期せぬ故障やウィルスの侵入など、防ぐことが困難な事象に対して、BIYORIは一切の責任を
負いませんので、ご了承のほどよろしくお願い致します。
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新企画！「水曜日のインターネット相談室」のご案内

　昨
年
の
山
主
さ
ん
向
け
の
ア
ン
ケ
ー

ト
の
中
で
、
困
り
ご
と
の
１
番
に
「
所

有
山
林
の
境
界
が
ど
こ
に
あ
る
か
わ
か

ら
な
い
」
と
い
う
意
見
が
全
体
の
40
％

近
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　里
山
近
く
で
は
、
目
の
前
に
見
え
て

い
る
山
全
部
が
お
一
人
の
山
と
い
う
わ

け
で
は
な
く
、
数
名
の
山
主
さ
ん
で
所

有
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
昔
は
山
に

父
親
と
定
期
的
に
通
い
、
杭
が
ち
ゃ
ん

と
あ
る
か
、
書
き
つ
け
が
消
え
て
な
い

か
一
緒
に
見
に
行
っ
て
い
た
と
い
う
お

話
や
、
年
齢
と
と
も
に
山
に
入
れ
な
く

な
っ
た
り
、
村
外
に
住
ん
で
い
る
為
、

山
に
通
う
頻
度
が
減
り
、
い
つ
し
か
境

界
の
位
置
も
曖
昧
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
も
お
聞
き
し
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
声
か
ら
、
６
月
に
佐
田

地
区
の
対
象
地
域
と
な
る
山
主
さ
ん

に
、
お
手
紙
と
今
後
の
境
界
確
定
事
業

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
お
送
り
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
高
橋
さ
ん
指

導
の
も
と
主
に
石
丸
隊
員
が
今
回
対
象

地
域
と
な
っ
た
佐
田
地
区
の
山
に
入
ら

せ
て
い
た
だ
き
、
山
主
さ
ん
の
境
界
の

現
状
を
調
べ
て
い
ま
す
。

　並
行
し
て
山
﨑
隊
員
が
、
所
有
山
林

の
植
生
の
状
況
や
、
成
長
具
合
を
調
べ

る
森
林
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
境
界

を
示
す「
境
界
杭
」、木
に
墨
で
書
く「
書

き
つ
け
」
が
主
な
目
印
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
す
ぎ
・
ひ
の
き
と
は
違
う
樹
種

の
、
ツ
ガ
や
マ
ツ
が
植
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
境
界
が
不
明
瞭
な

と
き
に
は
、
何
度
も
歩
い
て
調
べ
、
過

去
の
航
空
写
真
、
山
の
手
入
れ
に
入
っ

た
時
期
を
調
べ
、
山
主
さ
ん
に
わ
か
り

や
す
く
説
明
・
検
討
で
き
る
資
料
づ
く

り
に
つ
い
て
、
安
井
隊
員
と
河
野
も
協

力
し
て
い
ま
す
。

　先
行
し
て
一
部
の
山
主
さ
ん
に
は
、

資
料
を
も
と
に
山
の
状
況
の
お
話
を
お

聞
き
し
た
り
、
一
緒
に
山
に
入
っ
て
境

界
を
確
認
す
る
作
業
に
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
山
の
手
入
れ

を
し
て
い
く
か
と
い
う
時
、
今
後
、
次

世
代
に
山
を
引
き
継
ぐ
時
に
も
山
の
境

界
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
大
事

な
こ
と
で
す
。

　山
主
さ
ん
に
は
、
お
話
を
お
聞
か
せ

願
う
こ
と
、
実
際
に
山
に
足
を
運
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
の
森
づ
く
り
の
一
歩
と

し
て
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
産
業
建
設
課

　自
伐
型
林
業
協
力
隊

森
づ
く
り
担
当
：
河
野
）

下
北
山
村
の
森
か
ら

〜
自
伐
型
林
業
協
力
隊
の
日
々
の
活
動
を
お
届
け
〜

佐
田
地
区
の
対
象
地
域
で
森
林
境
界

確
定
事
業
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
！

（アンケート結果の全容は下北山村ホームページに掲載しております。）
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毎
日
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
皆

様
お
元
気
で
す
か
？
こ
れ
か
ら
益
々
暑

い
日
が
続
き
ま
す
の
で
、
感
染
予
防
を

し
な
が
ら
、
熱
中
症
に
は
十
分
気
を
付

け
、
水
分
補
給
は
こ
ま
め
に
し
て
く
だ

さ
い
ね
。

ご
長
寿
企
画
！
健
康
長
寿
教
室

　
健
康
で
長
生
き
の
秘
訣
大
公
開
！
き

ち
ん
と
し
た
食
事
と
適
度
な
運
動
で
コ

ロ
ナ
も
認
知
症
も
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

【
日
時
】
７
月
９
日
（
木
）

午
前
10
時
30
分
〜
12
時

【
対
象
】
村
内
在
住
の
方

【
講
師
】
松
岡
岳
史
先
生

伊
藤
宏
子
管
理
栄
養
士

【
参
加
費
】
無
料

【
持
ち
物
】
健
康
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

【
送
迎
】
要
事
前
申
込
み

【
場
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

※
感
染
予
防
の
た
め
、
マ
ス
ク
の
着
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

懐
メ
ロ
歌
謡
教
室

　
お
待
た
せ
し
ま
し
た
！
皆
さ
ん
の
大

好
き
な
歌
謡
曲
で
盛
り
上
が
り
ま
し
ょ

う
。
音
楽
を
愛
す
る
人
、
歌
う
こ
と
が

大
好
き
な
人
、
皆
様
の
ご
参
加
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】
７
月
14
日
（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜
12
時

【
対
象
】
村
内
在
住
の
方

【
内
容
】
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

【
講
師
】
福
田
朝
子
音
楽
療
法
士

【
参
加
費
】
無
料

【
持
ち
物
】
健
康
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

※
感
染
予
防
の
た
め
、
マ
ス
ク
の
着
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
送
迎
】
要
事
前
申
込
み

【
場
所
】

　
寺
垣
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

令
和
２
年
度
『
ヨ
ガ
教
室
』（
再
募
集
！
）

【
講
師
】
桝
井
　
紋
子
先
生

【
日
程
】

　
夕
方
（
19
時
〜
20
時
15
分
）

•
７
月
15
日
『
美
尻
コ
ー
ス
』

•
８
月
19
日
『
美
顔
コ
ー
ス
』

•
９
月
16
日
『
ミ
ッ
ク
ス
コ
ー
ス
』

　
朝
（
10
時
30
分
〜
11
時
45
分
）

•
10
月
14
日
『
美
顔
コ
ー
ス
』

•
11
月
４
日
『
美
尻
コ
ー
ス
』

※
好
き
な
コ
ー
ス
の
み
参
加
Ｏ
Ｋ
！

【
場
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

（
研
修
室
）

【
持
ち
物
】
動
き
や
す
い
服
装
、

バ
ス
タ
オ
ル

（
あ
れ
ば
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
）

【
そ
の
他
】
託
児
及
び
送
迎
な
し

【
申
込
み
】
随
時
受
け
付
け

【
申
込
み
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
６
―
０
０
１
５

　
歯
科
医
師
紹
介

第
２
・
４
火
曜
日
担
当

奈
良
県
立
医
科
大
学
口
腔
外
科
勤
務

今
田
　
光
彦
　
歯
科
医
師

「
下
北
山
村
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

　
６
月
24
日
（
水
）
保
健
セ
ン
タ
ー

に
て
、
育
児
サ
ー
ク
ル
の
一
環
と
し

て
親
子
で
楽
し
め
る
ヨ
ガ
や
ダ
ン
ス

を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
お

互
い
の
距
離
を
確
保
し
な
が
ら
の
運

動
と
な
り
、
本
格
的
な
開
始
と
は
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
音
楽
に
合
わ

せ
子
ど
も
と
手
遊
び
を
し
た
り
、
ヨ

ガ
で
身
体
を
伸
ば
し
た
り
と
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

育
児
サ
ー
ク
ル

第
８
回
：「
歯
」
に
つ
い
て

〜
詳
し
い
話
は
歯
科
外
来
ま
で
!!
〜

　熱
い
季
節
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
今

年
も
家
族
で
下
北
山
村
の
ホ
タ
ル
を
見

る
こ
と
が
出
来
て
と
て
も
幸
せ
で
し

た
。
７
月
末
に
は
第
２
子
も
誕
生
予
定

な
の
で
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
す
。

　さ
て
、
今
回
は
「
歯
」
に
つ
い
て
特

集
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
冒

頭
に
書
い
て
あ
る
通
り
「
詳
し
い
話
は

歯
科
外
来
ま
で
」
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
と
い
う
の
も
、
口
の
中
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
は
何
と
い
っ
て
も
歯
科
医

師
の
方
々
で
す
。
村
役
場
や
保
健
師
の

方
々
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
４
月
よ
り
新

た
に
２
名
の
歯
科
医
師
に
よ
る
歯
科
診

療
が
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
回
は
、

①
歯
と
飲
み
込
み
の
関
係
に
つ
い
て

②
歯
周
病
は
万
病
の
も
と
？

の
２
点
に
つ
い
て
、
医
師
か
ら
見
た
歯

科
治
療
の
大
切
さ
を
お
伝
え
し
よ
う
と

診療所から
こんにちは
診療所から
こんにちは
診療所から
こんにちは

思
い
ま
す
。

①
歯
と
飲
み
込
み
の
関
係
に
つ
い
て

　口
の
中
は
大
ま
か
に
言
う
と
、
舌
、

歯
、
歯
槽
（
歯
の
土
台
に
見
え
る
ピ
ン

ク
の
部
分
。
い
わ
ゆ
る
歯
茎
。
粘
膜
や

骨
な
ど
か
ら
な
る
）、
下
顎
の
骨
、
顔

や
喉
の
筋
肉
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
飲
み
込
み
と
は
、
歯
で
ご
飯
を

よ
く
す
り
つ
ぶ
し
、
舌
で
喉
の
奥
に
送

り
、
筋
肉
を
使
っ
て
食
道
へ
と
押
し
込

む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
歯
が
虫
歯
や
歯

周
病
な
ど
の
影
響
で
ど
ん
ど
ん
無
く

な
っ
て
い
く
と
、
歯
槽
の
骨
や
下
顎
の

骨
は「
必
要
な
い
」と
判
断
さ
れ
て
ど
ん

ど
ん
や
せ
細
っ
て
き
ま
す
。
す
る
と
歯

が
無
く
て
噛
め
な
い
だ
け
で
な
く
、
口

の
中
が
ス
カ
ス
カ
に
な
っ
て
舌
の
力
で

食
べ
物
を
喉
の
奥
に
送
り
込
め
な
く
な

る
の
で
す
。
さ
ら
に
舌
や
顔
の
筋
肉
も

使
わ
れ
な
く
な
る
こ
と
で
弱
っ
て
し
ま

い
、
食
道
に
ご
飯
を
押
し
込
む
力
も
低

下
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
お
年
を
召
す

と
頬
が
落
ち
込
み
、
喉
仏
が
下
が
っ
て

く
る
の
は
、
口
の
中
が
空
洞
に
な
る
こ

と
と
筋
肉
の
低
下
が
原
因
な
の
で
す
。

　飲
み
込
み
を
維
持
す
る
に
は
、
80
歳

で
20
本
以
上
の
歯
を
維
持
す
る
こ
と
を

目
標
に
し
て
も
ら
う
と
良
い
で
す
。「
８

０
２
０
運
動
」
と
言
わ
れ
、
国
を
挙
げ

て
盛
ん
に
歯
科
予
防
事
業
が
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
ね
。
ま
た
、
滑
舌
が
悪
い
、

よ
く
食
べ
こ
ぼ
す
、
軽
い
む
せ
込
み
が

あ
る
、
噛
め
な
い
食
品
が
増
え
る
と
い

っ
た
「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
」
も
飲
み

込
み
力
の
低
下
を
疑
う
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。
以
前
紹
介
し
た
身
体
の
「
フ

レ
イ
ル
（
衰
弱
）」
と
同
様
に
重
要
な

の
で
す
。

②
歯
周
病
は
万
病
の
も
と
？

　歯
周
病
（
歯
周
炎
・
歯
槽
膿
漏
と
も
）

と
は
、歯
の
土
台
で
あ
る
歯
槽
の
骨
や
、

ピ
ン
ク
色
の
歯
肉
と
い
う
粘
膜
に
炎
症

が
起
き
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。
日
本
人

の
８
割
は
歯
周
病
に
罹
っ
て
い
る
と
い

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
歯
に
つ
い
た
プ

ラ
ー
ク
と
言
わ
れ
る
白
い
カ
ス
や
、
堅

い
歯
石
が
歯
周
病
菌
に
よ
っ
て
作
ら
れ

る
こ
と
が
原
因
で
す
。こ
の
歯
周
病
菌
、

糖
分
が
大
好
き
な
虫
歯
菌
と
は
異
な

り
、
血
に
含
ま
れ
る
鉄
分
と
タ
ン
パ
ク

質
が
大
好
物
な
の
で
、
歯
肉
に
潰
瘍
や

炎
症
を
引
き
起
こ
し
て
血
を
出
さ
せ
る

の
で
す
。「
歯
茎
か
ら
血
が
出
た
ら
歯

周
病
の
サ
イ
ン
」
と
言
わ
れ
る
所
以
で

す
。　炎

症
が
起
き
る
と
、
骨
は
溶
け
出
し

て
し
ま
い
ま
す
。
次
第
に
歯
を
支
え
る

歯
槽
の
骨
が
無
く
な
っ
て
し
ま
い
、
歯

茎
が
腫
れ
る
な
あ
と
思
っ
て
い
た
ら
い

つ
の
間
に
か
歯
が
抜
け
落
ち
て
し
ま
う

の
で
す
。

　医
学
的
に
炎
症
と
い
う
も
の
は
、
糖

尿
病
を
筆
頭
に
、
肥
満
、
高
血
圧
、
高

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
、

脳
卒
中
、心
筋
梗
塞
、ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認
知
症
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
そ
し

て
癌
な
ど
の
危
険
因
子
と
な
り
ま
す
。

歯
周
病
は
先
述
の
病
気
を
引
き
起
こ
し

た
り
、
悪
化
さ
せ
た
り
す
る
危
険
性
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
先
述
の
病
気
が
、
か

え
っ
て
歯
周
病
を
引
き
起
こ
し
、
悪
化

さ
せ
る
危
険
性
も
は
ら
ん
で
い
ま
す
。

タ
バ
コ
は
歯
周
病
の
原
因
で
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
体
の
ど

こ
を
見
て
も
、「
ば
い
菌
に
よ
る
炎
症

が
起
き
て
い
る
の
に
放
置
さ
れ
る
」
こ

と
が
多
い
の
は
口
の
中
く
ら
い
な
の
で

す
。　ま

た
、
歯
周
病
に
よ
る
口
臭
は
、
ご

年
配
の
方
が
住
む
家
に
付
く
特
有
の
臭

い
を
作
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
歯
周
病
を
治
療
し
、
口
臭
を
減
ら

す
と
、
家
の
臭
い
ま
で
大
き
く
変
わ
る

と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　歯
周
病
は
放
置
し
て
治
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
虫
歯
が
な
い
と
油
断
す

る
人
ほ
ど
歯
医
者
に
掛
か
ら
な
い
の

で
、
歯
周
病
は
ひ
ど
い
こ
と
が
多
い
で

す
（
自
分
も
虫
歯
が
な
い
た
め
、
歯
医

者
に
掛
か
っ
た
こ
と
が
な
く…

反
省
し

て
お
り
ま
す
）。
定
期
的
に
歯
石
な
ど

を
取
り
除
く
治
療
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
糖
尿
病
や
高
血
圧
、
認
知
症

な
ど
を
、
も
う
一
押
し
良
く
し
た
い
時

に
は
、
一
度
歯
科
診
療
を
受
け
て
み
る

こ
と
を
強
く
お
勧
め
し
ま
す
。

　自
分
も
近
々
受
け
て
み
ま
す
！

下
北
山
村
診
療
所

　田
口 

浩
之
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毎
日
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
皆

様
お
元
気
で
す
か
？
こ
れ
か
ら
益
々
暑

い
日
が
続
き
ま
す
の
で
、
感
染
予
防
を

し
な
が
ら
、
熱
中
症
に
は
十
分
気
を
付

け
、
水
分
補
給
は
こ
ま
め
に
し
て
く
だ

さ
い
ね
。

ご
長
寿
企
画
！
健
康
長
寿
教
室

　
健
康
で
長
生
き
の
秘
訣
大
公
開
！
き

ち
ん
と
し
た
食
事
と
適
度
な
運
動
で
コ

ロ
ナ
も
認
知
症
も
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

【
日
時
】
７
月
９
日
（
木
）

午
前
10
時
30
分
〜
12
時

【
対
象
】
村
内
在
住
の
方

【
講
師
】
松
岡
岳
史
先
生

伊
藤
宏
子
管
理
栄
養
士

【
参
加
費
】
無
料

【
持
ち
物
】
健
康
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

【
送
迎
】
要
事
前
申
込
み

【
場
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

※
感
染
予
防
の
た
め
、
マ
ス
ク
の
着
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

懐
メ
ロ
歌
謡
教
室

　
お
待
た
せ
し
ま
し
た
！
皆
さ
ん
の
大

好
き
な
歌
謡
曲
で
盛
り
上
が
り
ま
し
ょ

う
。
音
楽
を
愛
す
る
人
、
歌
う
こ
と
が

大
好
き
な
人
、
皆
様
の
ご
参
加
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】
７
月
14
日
（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜
12
時

【
対
象
】
村
内
在
住
の
方

【
内
容
】
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

【
講
師
】
福
田
朝
子
音
楽
療
法
士

【
参
加
費
】
無
料

【
持
ち
物
】
健
康
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

※
感
染
予
防
の
た
め
、
マ
ス
ク
の
着
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
送
迎
】
要
事
前
申
込
み

【
場
所
】

　
寺
垣
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

令
和
２
年
度
『
ヨ
ガ
教
室
』（
再
募
集
！
）

【
講
師
】
桝
井
　
紋
子
先
生

【
日
程
】

　
夕
方
（
19
時
〜
20
時
15
分
）

•
７
月
15
日
『
美
尻
コ
ー
ス
』

•
８
月
19
日
『
美
顔
コ
ー
ス
』

•
９
月
16
日
『
ミ
ッ
ク
ス
コ
ー
ス
』

　
朝
（
10
時
30
分
〜
11
時
45
分
）

•
10
月
14
日
『
美
顔
コ
ー
ス
』

•
11
月
４
日
『
美
尻
コ
ー
ス
』

※
好
き
な
コ
ー
ス
の
み
参
加
Ｏ
Ｋ
！

【
場
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

（
研
修
室
）

【
持
ち
物
】
動
き
や
す
い
服
装
、

バ
ス
タ
オ
ル

（
あ
れ
ば
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
）

【
そ
の
他
】
託
児
及
び
送
迎
な
し

【
申
込
み
】
随
時
受
け
付
け

【
申
込
み
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
６
―
０
０
１
５

　
歯
科
医
師
紹
介

第
２
・
４
火
曜
日
担
当

奈
良
県
立
医
科
大
学
口
腔
外
科
勤
務

今
田
　
光
彦
　
歯
科
医
師

「
下
北
山
村
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

　
６
月
24
日
（
水
）
保
健
セ
ン
タ
ー

に
て
、
育
児
サ
ー
ク
ル
の
一
環
と
し

て
親
子
で
楽
し
め
る
ヨ
ガ
や
ダ
ン
ス

を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
お

互
い
の
距
離
を
確
保
し
な
が
ら
の
運

動
と
な
り
、
本
格
的
な
開
始
と
は
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
音
楽
に
合
わ

せ
子
ど
も
と
手
遊
び
を
し
た
り
、
ヨ

ガ
で
身
体
を
伸
ば
し
た
り
と
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

育
児
サ
ー
ク
ル

第
８
回
：「
歯
」
に
つ
い
て

〜
詳
し
い
話
は
歯
科
外
来
ま
で
!!
〜

　熱
い
季
節
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
今

年
も
家
族
で
下
北
山
村
の
ホ
タ
ル
を
見

る
こ
と
が
出
来
て
と
て
も
幸
せ
で
し

た
。
７
月
末
に
は
第
２
子
も
誕
生
予
定

な
の
で
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
す
。

　さ
て
、
今
回
は
「
歯
」
に
つ
い
て
特

集
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
冒

頭
に
書
い
て
あ
る
通
り
「
詳
し
い
話
は

歯
科
外
来
ま
で
」
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
と
い
う
の
も
、
口
の
中
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
は
何
と
い
っ
て
も
歯
科
医

師
の
方
々
で
す
。
村
役
場
や
保
健
師
の

方
々
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
４
月
よ
り
新

た
に
２
名
の
歯
科
医
師
に
よ
る
歯
科
診

療
が
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
回
は
、

①
歯
と
飲
み
込
み
の
関
係
に
つ
い
て

②
歯
周
病
は
万
病
の
も
と
？

の
２
点
に
つ
い
て
、
医
師
か
ら
見
た
歯

科
治
療
の
大
切
さ
を
お
伝
え
し
よ
う
と

診療所から
こんにちは
診療所から
こんにちは
診療所から
こんにちは

思
い
ま
す
。

①
歯
と
飲
み
込
み
の
関
係
に
つ
い
て

　口
の
中
は
大
ま
か
に
言
う
と
、
舌
、

歯
、
歯
槽
（
歯
の
土
台
に
見
え
る
ピ
ン

ク
の
部
分
。
い
わ
ゆ
る
歯
茎
。
粘
膜
や

骨
な
ど
か
ら
な
る
）、
下
顎
の
骨
、
顔

や
喉
の
筋
肉
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
飲
み
込
み
と
は
、
歯
で
ご
飯
を

よ
く
す
り
つ
ぶ
し
、
舌
で
喉
の
奥
に
送

り
、
筋
肉
を
使
っ
て
食
道
へ
と
押
し
込

む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
歯
が
虫
歯
や
歯

周
病
な
ど
の
影
響
で
ど
ん
ど
ん
無
く

な
っ
て
い
く
と
、
歯
槽
の
骨
や
下
顎
の

骨
は「
必
要
な
い
」と
判
断
さ
れ
て
ど
ん

ど
ん
や
せ
細
っ
て
き
ま
す
。
す
る
と
歯

が
無
く
て
噛
め
な
い
だ
け
で
な
く
、
口

の
中
が
ス
カ
ス
カ
に
な
っ
て
舌
の
力
で

食
べ
物
を
喉
の
奥
に
送
り
込
め
な
く
な

る
の
で
す
。
さ
ら
に
舌
や
顔
の
筋
肉
も

使
わ
れ
な
く
な
る
こ
と
で
弱
っ
て
し
ま

い
、
食
道
に
ご
飯
を
押
し
込
む
力
も
低

下
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
お
年
を
召
す

と
頬
が
落
ち
込
み
、
喉
仏
が
下
が
っ
て

く
る
の
は
、
口
の
中
が
空
洞
に
な
る
こ

と
と
筋
肉
の
低
下
が
原
因
な
の
で
す
。

　飲
み
込
み
を
維
持
す
る
に
は
、
80
歳

で
20
本
以
上
の
歯
を
維
持
す
る
こ
と
を

目
標
に
し
て
も
ら
う
と
良
い
で
す
。「
８

０
２
０
運
動
」
と
言
わ
れ
、
国
を
挙
げ

て
盛
ん
に
歯
科
予
防
事
業
が
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
ね
。
ま
た
、
滑
舌
が
悪
い
、

よ
く
食
べ
こ
ぼ
す
、
軽
い
む
せ
込
み
が

あ
る
、
噛
め
な
い
食
品
が
増
え
る
と
い

っ
た
「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
」
も
飲
み

込
み
力
の
低
下
を
疑
う
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。
以
前
紹
介
し
た
身
体
の
「
フ

レ
イ
ル
（
衰
弱
）」
と
同
様
に
重
要
な

の
で
す
。

②
歯
周
病
は
万
病
の
も
と
？

　歯
周
病
（
歯
周
炎
・
歯
槽
膿
漏
と
も
）

と
は
、歯
の
土
台
で
あ
る
歯
槽
の
骨
や
、

ピ
ン
ク
色
の
歯
肉
と
い
う
粘
膜
に
炎
症

が
起
き
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。
日
本
人

の
８
割
は
歯
周
病
に
罹
っ
て
い
る
と
い

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
歯
に
つ
い
た
プ

ラ
ー
ク
と
言
わ
れ
る
白
い
カ
ス
や
、
堅

い
歯
石
が
歯
周
病
菌
に
よ
っ
て
作
ら
れ

る
こ
と
が
原
因
で
す
。こ
の
歯
周
病
菌
、

糖
分
が
大
好
き
な
虫
歯
菌
と
は
異
な

り
、
血
に
含
ま
れ
る
鉄
分
と
タ
ン
パ
ク

質
が
大
好
物
な
の
で
、
歯
肉
に
潰
瘍
や

炎
症
を
引
き
起
こ
し
て
血
を
出
さ
せ
る

の
で
す
。「
歯
茎
か
ら
血
が
出
た
ら
歯

周
病
の
サ
イ
ン
」
と
言
わ
れ
る
所
以
で

す
。　炎

症
が
起
き
る
と
、
骨
は
溶
け
出
し

て
し
ま
い
ま
す
。
次
第
に
歯
を
支
え
る

歯
槽
の
骨
が
無
く
な
っ
て
し
ま
い
、
歯

茎
が
腫
れ
る
な
あ
と
思
っ
て
い
た
ら
い

つ
の
間
に
か
歯
が
抜
け
落
ち
て
し
ま
う

の
で
す
。

　医
学
的
に
炎
症
と
い
う
も
の
は
、
糖

尿
病
を
筆
頭
に
、
肥
満
、
高
血
圧
、
高

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
、

脳
卒
中
、心
筋
梗
塞
、ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認
知
症
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
そ
し

て
癌
な
ど
の
危
険
因
子
と
な
り
ま
す
。

歯
周
病
は
先
述
の
病
気
を
引
き
起
こ
し

た
り
、
悪
化
さ
せ
た
り
す
る
危
険
性
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
先
述
の
病
気
が
、
か

え
っ
て
歯
周
病
を
引
き
起
こ
し
、
悪
化

さ
せ
る
危
険
性
も
は
ら
ん
で
い
ま
す
。

タ
バ
コ
は
歯
周
病
の
原
因
で
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
体
の
ど

こ
を
見
て
も
、「
ば
い
菌
に
よ
る
炎
症

が
起
き
て
い
る
の
に
放
置
さ
れ
る
」
こ

と
が
多
い
の
は
口
の
中
く
ら
い
な
の
で

す
。　ま

た
、
歯
周
病
に
よ
る
口
臭
は
、
ご

年
配
の
方
が
住
む
家
に
付
く
特
有
の
臭

い
を
作
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
歯
周
病
を
治
療
し
、
口
臭
を
減
ら

す
と
、
家
の
臭
い
ま
で
大
き
く
変
わ
る

と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　歯
周
病
は
放
置
し
て
治
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
虫
歯
が
な
い
と
油
断
す

る
人
ほ
ど
歯
医
者
に
掛
か
ら
な
い
の

で
、
歯
周
病
は
ひ
ど
い
こ
と
が
多
い
で

す
（
自
分
も
虫
歯
が
な
い
た
め
、
歯
医

者
に
掛
か
っ
た
こ
と
が
な
く…

反
省
し

て
お
り
ま
す
）。
定
期
的
に
歯
石
な
ど

を
取
り
除
く
治
療
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
糖
尿
病
や
高
血
圧
、
認
知
症

な
ど
を
、
も
う
一
押
し
良
く
し
た
い
時

に
は
、
一
度
歯
科
診
療
を
受
け
て
み
る

こ
と
を
強
く
お
勧
め
し
ま
す
。

　自
分
も
近
々
受
け
て
み
ま
す
！

下
北
山
村
診
療
所

　田
口 

浩
之
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交
通
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
で
！

　
６
月
か
ら
国
道
１
６
９
号
の
大
里
ト

ン
ネ
ル
が
通
行
止
め
に
な
り
、
村
内
の

交
通
事
情
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
加
え
て
梅
雨
が
明
け
て
気
候

が
安
定
す
る
と
、
夏
の
レ
ジ
ャ
ー
期
に

突
入
し
て
村
内
道
路
の
交
通
量
は
さ
ら

に
増
加
し
、
交
通
事
故
発
生
の
危
険
性

が
高
ま
り
ま
す
。

　
歩
行
者
の
方
は
交
通
事
故
に
巻
き
込

ま
れ
な
い
よ
う
目
立
つ
色
の
服
装
や
、

反
射
素
材
の
つ
い
た
グ
ッ
ズ
を
身
に
着

け
る
こ
と
を
心
掛
け
、
安
全
確
認
の
徹

底
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
は
、
見
通
し
の
悪

い
場
所
で
は
日
中
で
も
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

を
点
灯
し
た
り
、
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
有

効
に
利
用
す
る
な
ど
し
て
防
衛
運
転
を

心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

駐在さん通信駐在さん通信

水
難
・
山
岳
事
故
を
防
止
す
る
た
め
の

お
願
い

　
夏
期
に
お
け
る
水
難
・
山
岳
事
故
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
以
下
の
注
意

点
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

【
水
難
事
故
防
止
の
た
め
に
】

•
飲
酒
を
し
て
遊
泳
し
な
い

•
急
流
や
深
み
な
ど
の
危
険
箇
所
に
注

意
•
自
分
の
泳
力
を
過
信
し
な
い

•
危
険
箇
所
で
の
遊
泳
、
岩
場
か
ら
の

飛
び
込
み
は
し
な
い

•
天
候
が
悪
化
し
た
ら
遊
泳
を
中
止
す

る
•
ダ
ム
の
放
流
時
は
急
な
増
水
に
注
意

し
遊
泳
を
中
止
す
る

•
子
供
だ
け
で
遊
ば
せ
な
い

【
山
岳
事
故
防
止
の
た
め
に
】

•
不
案
内
な
地
理
は
山
岳
事
故
の
原
因

に
•
無
理
の
な
い
計
画
を

•
引
き
返
す
勇
気

•
十
分
な
装
備
と
食
料
の
準
備

•
通
信
手
段
の
確
保

•
登
山
届
の
提
出

　
万
が
一
遭
難
し
た
際
に
手
掛
か
り
に

な
る
の
が
「
登
山
届
」
と
「
携
帯
電
話
」

で
す
。

　「
登
山
届
」
に
記
載
さ
れ
た
行
程
や

装
備
品
を
参
考
に
し
て
捜
索
エ
リ
ア
を

選
定
し
ま
す
の
で
、
登
山
を
計
画
す
る

際
に
自
宅
で
作
成
し
て
入
山
す
る
際
は

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
奈
良
県
警
察
本
部
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
登
山
届
の
提
出
が
で
き
ま
す
の
で
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

　
山
中
で
も
所
々
に
通
信
可
能
な
ポ
イ

ン
ト
が
あ
り
ま
す
の
で
、「
携
帯
電
話
」

の
電
源
は
常
に
入
れ
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。
通
話
を
し
な
く
て
も
、
電
波
を
発

信
し
て
基
地
局
と
通
信
し
て
い
る
の

で
、
そ
の
履
歴
を
た
ぐ
れ
ば
一
番
最
後

に
通
信
し
た
ア
ン
テ
ナ
が
特
定
で
き
、

捜
索
エ
リ
ア
を
絞
り
込
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
た
だ
、
電
波
状
態
が
良
い
所
で
の
利

用
と
は
違
っ
て
バ
ッ
テ
リ
ー
の
消
耗
が

激
し
い
の
で
予
備
バ
ッ
テ
リ
ー
は
大
容

量
の
も
の
を
複
数
持
参
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

警
察
官
採
用
試
験
実
施

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、

春
に
予
定
さ
れ
て
い
た
第
１
回
目
の
試

験
は
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
第
２
回
目
の
採
用
試
験
は
予
定
通

り
行
わ
れ
ま
す
。

　
今
回
の
試
験
は
大
学
卒
業
・
同
程
度

の
「
Ａ
区
分
」
だ
け
で
な
く
、
短
期
大

学
や
高
校
卒
業
程
度
の
「
Ｂ
区
分
」
の

採
用
試
験
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
他
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
関
す

る
専
門
的
な
知
識
や
資
格
が
あ
れ
ば
学

歴
を
問
わ
な
い
「
サ
イ
バ
ー
捜
査
官
区

分
」
や
武
道
の
技
能
が
特
に
秀
で
て
い

る
方
向
け
の
「
武
道
Ａ
区
分
」「
武
道

Ｂ
区
分
」
も
あ
り
ま
す
。

　
応
募
は
８
月
21
日
ま
で
と
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
試
験
の
詳
し
い
概
要
を
知

り
た
い
方
は
、
早
め
に
駐
在
所
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

感
染
が

拡
大
し
な
い

よ
う
に

ネ
ッ
ト
や

う
わ
さ
で

た
く
さ
ん
の

情
報
が

あ
る
け
ど…

不
安
に
な
っ
た
り

困
っ
た
と
き
は

相
談
す
る

こ
と
が
大
切
！

直
接
、出
会
っ
た

り
、ふ
れ
あ
う

こ
と
は
減
る

け
れ
ど

心
と
心
は

こ
れ
ま
で

以
上
に

よ
り
そ
い

合
い
た
い
ね

ひ
と
り
で
悩

ま
な
い
で
ね
！

確
か
な
情
報
か

し
っ
か

り
確
認

し
よ
う
！

み
ん
な
で

取
り

組
も
う
！

か
ん
せ
ん

じ
ょ
う
ほ
う

ふこ
ま

あ
ん

ち
ょ
く
せ
つ

こ
こ
ろ

いあ
じ
ょ
う

こ
こ
ろ

へ
で

あ

そ
う
だ
ん

た
い
せ
つ

な
や

た
し

か
く
に
ん

じ
ょ
う
ほ
う

か
くとく
だ
い

野菜作り体験イベント

　６月７日（日）佐田地内の野菜ハウスにて、産業建設課・
NPO法人サポートきなり・下北山村農業委員会主催の
もと野菜作り体験イベントが行われました。
　このイベントは野菜作り初心者を対象に、野菜作りの
楽しさを経験し、興味を持ってもらいたいという目的で
実施され、30名の方が参加されました。
　イベントでは土と肥料を混ぜ野菜の育ちやすい土づく
りから始め、プランターに
トマト、ナス、ピーマンの
苗を植えました。
　苗を植えたプランターは
参加者が各自持ち帰り、自
宅で収穫ができるまで育て
てもらいます。
　これをきっかけに少しで
も野菜作りに興味を持って
いただければと思います。

　
令
和
２
年
４
月
に
村
内
で
発
生

し
た
小
火
火
災
に
お
い
て
、
現
場

付
近
を
通
り
か
か
っ
た
乾
裕
貴
氏

（
下
池
原
）
が
い
ち
早
く
火
災
に

気
づ
き
、
同
氏
の
適
切
か
つ
迅
速

な
消
火
活
動
に
よ
り
、
被
害
を
最

小
限
に
食
い
止
め
る
事
が
で
き
、

こ
の
功
績
に
対
し
て
吉
野
消
防
署

長
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
消
防
署
長
は
「
こ
の

出
来
事
を
き
っ
か
け
に
、
出
火
時

に
お
け
る
早
期
発
見
と
、
初
期
消

火
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
村
民

の
皆
様
に
も
理
解
を
深
め
て
頂
き

た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

吉
野
消
防
署
よ
り

感
謝
状
贈
呈
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交
通
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
で
！

　
６
月
か
ら
国
道
１
６
９
号
の
大
里
ト

ン
ネ
ル
が
通
行
止
め
に
な
り
、
村
内
の

交
通
事
情
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
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れ
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梅
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気
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、
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ー
期
に

突
入
し
て
村
内
道
路
の
交
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加
し
、
交
通
事
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の
危
険
性

が
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ま
す
。
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交
通
事
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き
込
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い
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目
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や
、

反
射
素
材
の
つ
い
た
グ
ッ
ズ
を
身
に
着

け
る
こ
と
を
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掛
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安
全
確
認
の
徹

底
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
は
、
見
通
し
の
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い
場
所
で
は
日
中
で
も
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

を
点
灯
し
た
り
、
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
有

効
に
利
用
す
る
な
ど
し
て
防
衛
運
転
を

心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

駐在さん通信駐在さん通信

水
難
・
山
岳
事
故
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防
止
す
る
た
め
の

お
願
い
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が
一
遭
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し
た
際
に
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に
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の
が
「
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」
と
「
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話
」

で
す
。
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に
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た
行
程
や

装
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品
を
参
考
に
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捜
索
エ
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選
定
し
ま
す
の
で
、
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山
を
計
画
す
る
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に
自
宅
で
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入
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は

必
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だ
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な
お
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県
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本
部
の
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ム

ペ
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ジ
で
は
、
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ネ
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に
よ

る
登
山
届
の
提
出
が
で
き
ま
す
の
で
ご
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だ
さ
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中
で
も
所
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に
通
信
可
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な
ポ
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が
あ
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ま
す
の
で
、「
携
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の
電
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は
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に
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て
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だ
さ
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。
通
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を
し
な
く
て
も
、
電
波
を
発

信
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基
地
局
と
通
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て
い
る
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で
、
そ
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ば
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最
後

に
通
信
し
た
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ン
テ
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が
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定
で
き
、

捜
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エ
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絞
り
込
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と
が
で
き

ま
す
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た
だ
、
電
波
状
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が
良
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所
で
の
利

用
と
は
違
っ
て
バ
ッ
テ
リ
ー
の
消
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激
し
い
の
で
予
備
バ
ッ
テ
リ
ー
は
大
容

量
の
も
の
を
複
数
持
参
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
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験
実
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、

春
に
予
定
さ
れ
て
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た
第
１
回
目
の
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験
は
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
第
２
回
目
の
採
用
試
験
は
予
定
通

り
行
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れ
ま
す
。

　
今
回
の
試
験
は
大
学
卒
業
・
同
程
度

の
「
Ａ
区
分
」
だ
け
で
な
く
、
短
期
大

学
や
高
校
卒
業
程
度
の
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Ｂ
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の

採
用
試
験
も
実
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さ
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ま
す
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そ
の
他
に
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ピ
ュ
ー
タ
ー
に
関
す

る
専
門
的
な
知
識
や
資
格
が
あ
れ
ば
学

歴
を
問
わ
な
い
「
サ
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バ
ー
捜
査
官
区
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や
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道
の
技
能
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特
に
秀
で
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い

る
方
向
け
の
「
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道
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分
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も
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り
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す
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募
は
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21
日
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で
と
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っ
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お

り
ま
す
が
、
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験
の
詳
し
い
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要
を
知
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た
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方
は
、
早
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に
駐
在
所
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で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
ま
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よ
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感
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大
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い

よ
う
に
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や
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わ
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で

た
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さ
ん
の
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が
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る
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不
安
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り

困
っ
た
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き
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談
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る

こ
と
が
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切
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直
接
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会
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、ふ
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あ
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と
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る

け
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ど

心
と
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れ
ま
で

以
上
に

よ
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そ
い

合
い
た
い
ね

ひ
と
り
で
悩

ま
な
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で
ね
！

確
か
な
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野菜作り体験イベント

　６月７日（日）佐田地内の野菜ハウスにて、産業建設課・
NPO法人サポートきなり・下北山村農業委員会主催の
もと野菜作り体験イベントが行われました。
　このイベントは野菜作り初心者を対象に、野菜作りの
楽しさを経験し、興味を持ってもらいたいという目的で
実施され、30名の方が参加されました。
　イベントでは土と肥料を混ぜ野菜の育ちやすい土づく
りから始め、プランターに
トマト、ナス、ピーマンの
苗を植えました。
　苗を植えたプランターは
参加者が各自持ち帰り、自
宅で収穫ができるまで育て
てもらいます。
　これをきっかけに少しで
も野菜作りに興味を持って
いただければと思います。

　
令
和
２
年
４
月
に
村
内
で
発
生

し
た
小
火
火
災
に
お
い
て
、
現
場

付
近
を
通
り
か
か
っ
た
乾
裕
貴
氏

（
下
池
原
）
が
い
ち
早
く
火
災
に

気
づ
き
、
同
氏
の
適
切
か
つ
迅
速

な
消
火
活
動
に
よ
り
、
被
害
を
最

小
限
に
食
い
止
め
る
事
が
で
き
、

こ
の
功
績
に
対
し
て
吉
野
消
防
署

長
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
消
防
署
長
は
「
こ
の

出
来
事
を
き
っ
か
け
に
、
出
火
時

に
お
け
る
早
期
発
見
と
、
初
期
消

火
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
村
民

の
皆
様
に
も
理
解
を
深
め
て
頂
き

た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
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吉
野
消
防
署
よ
り

感
謝
状
贈
呈
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きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。

広報 令和２年 （2020） 月号　No.757

育児サークル「親子でヨガ・ダンス」

純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。

月号　No.7577
　近年、人口減少等により全国的に空き家が増加しており、適切な管理がされず放置されたま

まの家は、老朽化による倒壊などにより、住民の皆さまに危険を及ぼす可能性もあり、防災・

衛生・景観・防犯の面で、暮らしの安全・安心を阻害しかねない状況となっています。

　こうしたことから、村では空き家対策を総合的かつ迅速に進める体制をつくるため、空き家

の実態調査を行いますので調査に対し、ご理解とご協力をお願いします。

・調査の対象

　下北山村内全域の空き家

・調査期間

　令和２年８月１日（土）～令和２年９月30日（水）

・調査の方法

各行政区の区長が把握している空き家情報を参考に、村が委託した調査会社の調査員が、原

則公道など公用地から外観目視と、記録写真を撮影します。許可なく敷地内に立ち入ること

はなく、調査員は、村発行の調査員証を携帯しています。

・調査の内容

建物の老朽度や敷地内の衛生面の管理状況等の把握を目的として行います。

・委託業者

特定非営利活動法人 空き家コンシェルジュ（奈良県橿原市小房町９－32）

・調査に関するお問合せ先

　下北山村地域創生推進室　☎６－０００１

空き家の実態調査がはじまります

お
詫
び
と
訂
正

　６
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
、

「
行
政
組
織
図
」
の
記
載
内
容
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
ま
す
。

【
誤
】
介
護
専
門
支
援
員

亀
田
双
美

【
正
】
主
任
介
護
支
援
専
門
員

亀
田
双
美

人の動き

http://www.vill.shimokitayama.nara.jp/

発　行 下北山村役場
奈良県吉野郡下北山村大字寺垣内983番地

㈹07468－6－0001

〒639-3803

令和２年５月31日現在

前年同月比
（－
（－
（－
（－

31）
18）
13）
18）

人　口
男
女
世帯数

874人
399人
475人
552戸

先月比
1）
1）
0）
0）

（－
（－
（±
（±
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